
            

 ウ ［実践事例３］第１学年 Unit ７ サンフランシスコの学校 

     (ｱ) 読みのプロセスに応じた発問構成 

Pre-reading 

・Teacher Talk や写真などで興味をもたせ、本文の内容をつかみやすくさせる。 
・日本とアメリカの文化の違い（学校以外の場面、簡単なもの）を提示し、異文

化理解に興味をもたせる。 
・生徒との interaction を通して、日本とアメリカの文化の違いに気付かせる。 

While-reading 
・本文に明示されている情報を引き出す質問をする【事実発問】。 
・本文に明示されている情報を表に整理させる【事実発問】。 
・日本の学校生活との違いについて考えさせる【推論発問】。 

Post-reading 
・本単元で学んだ日本とアメリカの文化の違いを踏まえ “Which is your  

favorite, Japan or America ? ”という質問に対する自分の主張をさせる【評価

発問】。 
 

(ｲ) 単元構想図 

 
   (ｳ)  発問ごとの生徒の読み取りと生徒の思考力の高まりについての見取り 

       各段階における読み取りができたかどうかは、それぞれ以下の方法で見取ります。また、思考

力が高まったかどうかについては、生徒の発話やワークシートの記述及び産出した英文を基に、

生徒が読解ストラテジーを活用したかどうかで判断します。 
ａ 事実発問を通して、本文に直接示された情報を正確に取り出すことができているかどうかを、

アメリカの学校に関する情報をまとめたワークシートの記述と発話で見取ります。また、発問

以外の手立ての関連についても分析します。 

ｂ 推論発問を通して、本文に直接示されていないことを推論できているかどうかを、日本の学

校生活との違いをまとめたワークシートの記述と発話で見取ります。また、発問以外の手立て

の関連についても分析します。 

ｃ 評価発問（Which is your favorite, Japan or America?）に対して、体験を関連付けた上で自

分の考えとその理由を述べることができているかどうかを、ワークシートの記述で見取ります。

また、発問以外の手立ての関連についても分析します。 
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(ｴ) 発話とワークシートの記述に見られる生徒の思考力の高まりについて 
ａ 事実発問による見取り 

事実発問を通して、本文に直接示された情報を正確に取り出すことができているかどうかを、生

徒の発話とワークシートの記述で見取ります。また、発問以外の手立ての関連についても分析しま

す。思考の分類は、研究の実際Ⅰ図２の Waters の思考の分類と、研究の実際Ⅰ資料１の意見・考

えを引き出す工夫を参照します。思考力の高まりは読解ストラテジー（表内 RS）（研究の実際Ⅰ資

料２）の活用で判断します。○は各段階を総括した考察です。下線部は思考の分類及び RS を示し

ています。 

 
 

教師の発問 生徒の反応（学習形態） 考察 
How many 
classes does Mei 
have? 

 
 
 
 
 

S1:classes…は授業… 
６回？（ペア） 

 
Ss:Six.（斉） 

・思考の分類は②情報変換。RS は、戻り読み、読み直し、

内的音声化、翻訳する、検索読み、本文を言い換える

等を活用したと考えられます。本文中の英文は“How 
many classes do you have each day?”と、対話形式で

ナンシーがメイに質問する形式になっているため、言

い換えができなければ解答できません。 
 
・思考の分類は②情報変換。RS は、戻り読み、読み直し、

内的音声化、検索読み等を活用したと考えられます。 
 
 
 
・思考の分類は②情報変換。RS は、戻り読み、読み直し、

内的音声化、検索読み、本文を言い換える等を活用し

たと考えられます。本文中の英文は“We only have five 
minutes between classes.”と、対話形式でメイがナン

シーに回答する形式になっているため、言い換えがで

きなければ解答できません。 
 
 
・思考の分類は②情報変換。RS は、戻り読み、読み直し、

内的音声化、検索読み、本文を言い換える、書かれて

いる内容に質問、疑問を抱く等を活用したと考えられ

ます。本文中の英文は“You take the volunteer class, 
right?” “Yes. I read books to children in hospitals.”
と、ナンシーとメイの対話の言い換えができなければ

解答できません。 
 
・思考の分類は②情報変換。RS は、戻り読み、読み直し、

内的音声化、検索読み、本文を言い換える、書かれて

いる内容に質問、疑問を抱く等を活用したと考えられ

ます。本文中の英文は“Mei, what foreign language do 
you study?”  “I study Spanish.”と、ナンシーとメイ

の対話の言い換えができなければ解答できません。 

How long are the 
classes?   
How long? 

Long?  
そう、長い。どの

くらい長い？ 
 

 
 
Ss:長い。（斉） 
Ss:Fifty minutes.（斉） 
 
 

How long do they 
have between 
classes? 

 
 
 

Ss:Five minutes.（斉） 

ボランティアの授

業をメイはとって

いる？とっていな

い？ 
彼女はいったい何

をしているんだろ

うか？ 
誰に？ 

Ss:とっている。（斉） 
 
 
 
Ss:病院で読み語り。本

を読んでいる。（斉） 
Ss:子供たちに。（斉） 

What foreign 
language? 
メイが勉強してい

るのは？ 

Ss:言語。（斉） 
Ss:外国語。（斉） 
Ss:スペイン語。（斉） 
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思考の高まりを、各発問に対する生徒の記述と読解ストラテジーとの関連を基に考察します。 
ワークシートの記述（抽出生徒） 考察 

 
（Ａ群の生徒） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（Ｂ群の生徒） 
 

 
 
 
 
 
 
 

  
（Ｃ群の生徒） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
・Ａ群の生徒は、事実発問への解答、日本の学校

との対比及びそれらを関連付けた推論発問への

解答全てに答えています。思考の分類は②情報

変換、③解釈、④応用。RS は、読み直し、視覚

情報の参照、内容・話題の知識を活用する、個

人的体験と照合する、文化的知識を活用する、

推測、憶測する等だと考えられます。 

 
 
・Ｂ群の生徒も、事実発問への解答、日本の学校

との対比及びそれらを関連付けた推論発問へ

の解答全てに答えています。思考の分類は②情

報変換、③解釈、④応用。RS は、読み直し、

視覚情報の参照、内容・話題の知識を活用する、

個人的体験と照合する、文化的知識を活用す

る、推測、憶測する等だと考えられます。 
 

 

 

・Ｃ群の生徒は、事実発問への解答はできていま

す。また、事実発問に関連する日本の学校との

対比も解答しています。思考の分類は②情報変

換。RS は、読み直し、視覚情報の参照、文化的

知識を活用する等だと考えられます。 
 
○事実発問への解答状況から、Ａ群、Ｂ群、Ｃ群

の生徒全てが、研究の実際Ⅰ図２による情報内

思考のレベルである②情報交換を行っているこ

とが分かります。推論発問への解答状況から、

Ａ群、Ｂ群の生徒は、情報を超えた思考のレベ

ルである③解釈、④応用を行っていることが分

かります。Ｃ群の生徒は、このレベルの認知処

理は行っていないことが分かります。RS につい

ても、Ｃ群の生徒は、推測、憶測するというス

トラテジーを活用していないことから、事実情

報を関連付けて考えを述べることには困難さを

感じていることが分かります。したがって、研

究の実際Ⅰ資料１による関連性を見付けさせた

り、比較させたりする発問を行う必要がありま

す。発問以外については、発話の状況から、ペ

アによる確認、一斉によるインタラクションが

効果的であることが考えられます。また、

Teacher Talk は、事実発問に関しては、本文に

書かれている英文を音声と結び付けることがで

きるので、理解を促すのに役立つと言えます。

RS で言えば、内的音声化を引き出すことが考え

られます。日本語を介さずに内容を理解する力

を付けていくためにも、積極的に Teacher Talk
を使用することが望まれます。 

日本の学校との対比 

推論発問への解答 

事実発問への解答 
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ｂ 推論発問による見取り  
推論発問を通して、本文に直接示されていないことを推論できているかどうかを、生徒の発話とワー

クシートの記述で見取ります。また、発問以外の手立ての関連についても分析します。思考の分類は、

研究の実際Ⅰ図２の Waters の思考の分類と、研究の実際Ⅰ資料１の意見・考えを引き出す工夫を参照

します。思考力の高まりは読解ストラテジー（研究の実際Ⅰ資料２）の活用で判断します。○は各段階

を総括した考察です。下線部は思考の分類及び RS を示しています。 

 

教師の発問 生徒の反応（学習形態） 考察 
Why does Mei study 
Spanish?（電子黒板に

質問を提示） 
外国語を勉強する理由

って？ 

S1:あっ、病院の子供たちへの

本読み？（ペア） 
 
・思考の分類は②情報変換、③解釈、④応

用、⑤分析。RS は、戻り読み、読み直

し、内的音声化、検索読み、概要把握読

み、内容・話題の知識、翻訳する、推測、

憶測する、語彙、今読んでいる文脈等を

活用したと考えられます。 
 
 
 
 
 
・思考の分類は②情報変換、③解釈、④応

用、⑤分析。RS は、戻り読み、読み直

し、内的音声化、検索読み、概要把握読

み、内容・話題の知識、翻訳する、推測、

憶測する、語彙、今読んでいる文脈等を

活用したと考えられます。 
 
 
・思考の分類は⑤分析、⑥総合、創造、⑦

評価。RS は、戻り読み、読み直し、概

要把握読み、内容・話題の知識、推測、

憶測する、他のテキストの知識、文化的

知識等を活用したと考えられます。 
 
 
 
 
 
 
○発問と組み合わせる配付資料や電子黒

板に提示された関連する視覚情報によ

り、RS の要素が変化し、思考の分類が

情報を超えた思考にシフトしたのが分

かります。それに伴い、ペアやグループ

での話合いが活発になっています。この

レベルの認知処理を行うには、学習形態

の工夫が効果を発揮するといえます。 

S2:スペイン…ボランティア…

病 院 の 人 た ち … あ っ 、

hospital て書いてある。私

は、病院の子供たちに本を

読む。学校の決まりは、や

さしい？本を読むから。（ペ

ア） 
S3:I study Spanish…勉強する

語はスペイン語じゃない

の？（ペア） 
サンフランシスコでス

ペイン語が学ばれてい

る理由は？ 
 
 
 
 
 

本文に書かれているこ

とプラス配付資料のイ

ラストから分かるとい

いね。 
 
 
 
 
（アメリカの西海岸で話

されている言語分布図

を見ながら）この旗が表

す国ってどこにあるん

だろう？ 

S4:友達がスペイン人で…住ん

でいるところがアメリカの

サンフランシスコ。スペイ

ン人の友達がいるから、一

緒にに話したい、というこ

とじゃないの？だって、

friend…がスペイン語を話

すから。（グループ） 
S5:もとスペインが領土にして

いた。（グループ） 
S6:親がスペイン人だから。（グ

ループ） 
S7:ボランティアさんが…（グ

ループ） 
S8:スペインが支配している…

（グループ） 
S4:サンフランシスコはスペイ

ン語やろ？だいたいその青

いところはスペインやろ？

スペインのマークやん。（グ

ループ） 
S9:移民が作る社会 
S10:（社会科資料集を取り出

し、アメリカ大陸とヨーロ

ッパ大陸との位置関係を

確認して）スペインからの

移民？（グループ） 
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思考の高まりを、推論発問に対する生徒の答えと読解ストラテジーとの関連を基に考察します。また、

何を根拠に推論しているのかをワークシートの記述から分析します。 

 

ワークシートの記述（抽出生徒） 考察 
 
 
 
（Ａ群の生徒） 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
（Ｂ群の生徒） 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
（Ｃ群の生徒） 
 
 
 
 
 
 

ワークシートの質問は、「（サンフランシスコの中

学生が）勉強する外国語とその外国語を勉強する理

由を書こう」 
 
・Ａ群の生徒は、推論発問への解答ができています。

また、本文を基にした推論、配付資料を基にした

推論及び背景知識を基にした推論を行っているの

が分かります。思考の分類は、③解釈、④応用、

⑤分析。RS は、読み直し、概要把握読み、内容・

話題の知識、翻訳する、推測、憶測する、他のテ

キストの知識、文化的知識等を活用したと考えら

れます。 
 
・Ｂ群の生徒は、推論発問への解答ができています。

また、本文を基にした推論、配付資料を基にした

推論を行っているのが分かります。思考の分類は、

③解釈、④応用、⑤分析。RS は、読み直し、概要

把握読み、内容・話題の知識、翻訳する、推測、

憶測する、他のテキストの知識、文化的知識等を

活用したと考えられます。 
 
・Ｃ群の生徒は、推論発問への解答ができています。

配付資料または、背景知識を基にした推論であり、

本文を根拠としているわけではないことが分かり

ます。思考の分類は、③解釈。RS は、他のテキス

トの知識、文化的知識等を活用したと考えられま

す。 
 
 
○推論発問への解答状況から、Ａ群、Ｂ群の生徒は、

研究の実際Ⅰ図２による情報を超えた思考のレベ

ルである③解釈、④応用、⑤分析を行っているこ

とが分かります。Ｃ群の生徒は、③解釈を行って

いるものの、その根拠は本文が基になっているわ

けではありません。Ｃ群の生徒にとって、情報を

超えた思考のレベルを本文を基にして求められる

と、困難さを感じることが分かります。RS につい

ても、本文に直接関わる要素が見えません。ただ、

配付資料を活用していることから、教師の指示を

聞いて何とか答えようとする姿勢が見られるとい

えます。したがって、関連性を見付けさせたり、

比較させたりする発問（研究の実際Ⅰ資料１）を、

本文に着目させて行う必要があります。発問以外

については、発話の状況から、ペアやグループで

の話合いが効果的であることが考えられます。ま

た、地図などの視覚情報が理解を促したと考えら

れますので、このレベルの認知処理を本文を基に

行うためには、発問と組み合わせる手立てについ

て再考する必要があります。 

配付資料を基にした推論 

本文を基にした推論 
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ｃ 評価発問による見取り 
評価発問（Which is your favorite, Japan or America?）を行い、読み取りをワークシートの記述

で見取ります。思考の分類は、研究の実際Ⅰ図２の Waters の思考の分類と、研究の実際Ⅰ資料１の

意見・考えを引き出す工夫を参照します。思考力の高まりは読解ストラテジー（研究の実際Ⅰ資料２）

の活用で判断します。○は各段階を総括した考察です。下線部は思考の分類及びRSを示しています。

ここでは、本研究の焦点を当てていないため、生徒の記述内容のみを示します。 
ワークシートの記述（抽出生徒） 考察 

 
（Ａ群の生徒） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（Ｂ群の生徒） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（Ｃ群の生徒） 
 

・Ａ群の生徒は、評価発問への解答ができて
います。思考の分類は、⑤分析、⑥総合・
創造、⑦評価。このことから、評価発問に
対応した思考のレベルに至っていることが
分かります。RS は、内容・話題の知識を活
用したり個人的体験と照合したりして、自
分の考えを根拠を基に述べることができて
います。発問との組合せとして、Teacher 
Talk を基にした考えを書いています。
Output には、本文のみならず音声による
Input も取り込まれて表出されるのが分か
ります。 

 
・Ｂ群の生徒も、評価発問への解答ができて

います。思考の分類、RSともに、Ａ群の生
徒と同レベルの認知処理を行っているのが
分かります。発問との組合せにおいても、 
Teacher Talkを基にした考えを書いていま
す。 

 
・Ｃ群の生徒は、評価発問への解答ができて

いません。自分の考えとその理由に相当す
るものを書いてはいますが、本文との関連
付けができていません。推論発問の段階の
Ｃ群の生徒の解答状況との関連が見られま
す。 

 
○Ａ群の生徒は、一つのテーマを掘り下げて

まとまりのよい英文を書くことができてい
るのが分かります。これは、書くことの領
域において伸ばしていくべきスキルとなり
ます。Ｂ群の生徒の Output とＡ群の生徒
の Output との違いは、Ｂ群の生徒は、文
の羅列になっている点です。本研究が焦点
を当てている考えを引き出すところまでは
できていますので、この後、書くことの領
域において、まとまりのある英文を書くた
めの手立てをとる必要があります。Ｃ群の
生徒については、自分の考えとその理由を
合わせて述べるということができているこ
とから、普段の指導が生かされていること
が分かります。ただし、本文との関連付け
がないので、本文を読み取ったり、それを
取り込んだりするための手立てを考える必
要があります。 
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図２ 読むことに対する意識 

 (ｵ) Output につながる手立てについて 

今回の検証授業における評価発問（Which is your favorite, Japan or America?）に対する解答

とその根拠について、Ａ群、Ｂ群、Ｃ群の生徒が産出した英文を基に考察します。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１から、Ａ群の生徒の40.0%が本文を根拠として解答していることが分かります。背景知識を

根拠として解答した生徒も同じ割合います。Teacher Talkの内容を根拠とした生徒は、20.0%とな

っています。このことから、Ａ群の生徒は読み取った本文内容と個人的体験を照合して評価発問へ

解答できていることが分かります。また、音声によるInputであるTeacher Talkも活用しています。

Ｂ群の生徒は、Ａ群の生徒と比較すると、本文内容を根拠とする割合が減り、背景知識の割合が増

えているのが分かります。Teacher Talkの割合は、あまり差がありません。また、無解答が5.6%に

なっています。Ｃ群の生徒は、解答ができていても根拠は背景知識のみになっています。また、無

解答が20.0%となっています。以上のことから、外国語理解の能力が高い生徒ほど、評価発問に対

して、読み取った内容、Teacher Talk及び個人的体験をバランスよく統合して解答するといえます。

Ａ群とＢ群の状況から、Teacher TalkがInputとして取り込まれ、Outputとして表出することが分

かります。Ｃ群の生徒は、評価発問の段階の認知処理が困難であることが分かります。80.0%は何

らかの解答をしていることから、視覚情報やペア、グループ活動などの学習形態の工夫が効果的に

働いたのではないかと考えられます。またＣ群の抽出生徒のワークシートの解答状況から、英作文

の型が与えられていれば、テーマに関連することで何とか書こうとすることが分かります。 

 

(ｶ)  中学１年生英語アンケート結果より 
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図１ 評価発問への解答の根拠 
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【評価発問】への解答の根拠

本文 Teacher Talk 背景知識 無回答

検証授業前後でアンケートを実施

しました。次のような結果となりまし

た（図２）。「英語で書かれた文章を読

むことは好きですか。」の問いに対す

る回答は、「好き」が 15.2％増、「まあ

まあ好き」が 12.0％増となり、「好き」

「まあまあ好き」と回答した生徒の割

合が 62.9％となりました。 
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図３ 読みのつまずきに対する対応 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

また、「英語の文章を読んで、意味が

分からない単語や文があった場合はど

うしますか」という問いに対する回答

は、「推測する」が 3.4％増、「何もし

ない」が 4.3％減となりました（図３）。 

以上のことから、読みのプロセスを

踏まえた言語活動を通して、英語を読

むことが好きな生徒が増えたことが分

かります。また、分からない単語や文

があったときには、すぐに辞書に頼る

のではなく、まずは自分で考えようと

する生徒が増えたことが分かります。

加えて、何もしない生徒が減ったこと

が分かります。 
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